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遠隔授業への支援を求める申入れ（２）

「遠隔授業への支援を求める申し入れ」への７月３１日付けの回答を踏まえて、改

めて以下のとおり申し入れます。担当理事との懇談を求めます。

記

Ⅰ．教員への支援

１．時間外労働、深夜労働に係る手当を支給すること。

十分な準備期間を経ずに遠隔授業が開始されたこと、SARTRAS への届け出

が行われなかったこと等によって、遠隔授業（準備、実施、学生対応、非常勤

講師への連絡調整等）を実施するために、通常の数倍の時間を要し、結果とし

て所定労働時間を大幅に超える業務、土日の業務、深夜時間帯の業務が発生し

たことは周知の事実であり、回答にある「全体の業務を勘案して、その労働量

を判断」できるような状況ではありませんでした。

回答は、「大学として今後は教員の著しい労力負担が発生しないよう努めると

いう意思表明である」と理解しますが、既に発生した所定労働時間を大幅に超

える過重労働については、雇用者の責任として、別途手当を支給すべきです。

また、非常勤講師についても、非常勤講師の労力負担は、大学が非常勤講師

に要求する授業形態を遠隔授業に変更したこと起因しており、通常時に比して

大幅に増えた分については、手当をすべきです。

なお、非常勤講師を業務委託とすることについては、2018 年 7 月 4 日付けの

申入れにも記したとおり、不適切であり、業務委託を理由に手当を支払わない

理由にはなり得ません。



（2020 年 7 月 4 日付け申入れ）
金沢大学では非常勤講師を「業務委託」としていますが、雇用関係ととらえるの

が適切です。①使用者である大学が決定した時間（講義日時、回数、試験）と場所
で勤務している、②委託では、交渉により報酬が決められるが、非常勤講師の報酬
は大学が一方的に決定している、③所得税は、正規の教員同様、天引きされている
など、労働者概念のメルクマールに合致するためです。
このため、国立大学法人において、「業務委託」とする大学は多くなく、最近で

は、東京大学も雇用関係に変更しました。また早稲田大学をはじめとする私立大学
でも雇用関係とする大学が多数を占めています。

2. 遠隔授業によって発生した費用は大学が負担すること。

回答は、要求への回答にも、在宅勤務を余儀なくされた教員への労いにもな

っておらず、受け入れられません。

労力としての負担が少ないこと（私たちは労力負担も相当大きいと考えます

が）と、必要な機材や環境を整備するために発生した費用を大学が負担するこ

とは全く別のものです。

改めて以下のとおり要求します。

Wi-Fi ルーター、Web カメラ、マイク、撮影用三脚、有料動画編集ソフト、

Zoom Pro 等を購入したケースがあります。遠隔授業に起因して個々の教員が負

担した費用について確認し、その費用を大学が負担することを求めます。

なお、教員の遠隔授業に限らず、全ての職員について、在宅での業務遂行の

ために必要となった設備、機器、ソフトウェア等の整備費、業務遂行によって

発生した通信費や水道光熱費についても、大学が負担するよう求めます

(2020/4/28、5/19 付けの申入れのとおり）。

（7/31 付けの回答）
より良い授業への工夫や感染拡大防止のため在宅勤務にご協力いただいたことに感

謝します。本学の遠隔授業は、各教員がパソコン上で授業のスライドを作り、ナレー
ションを付けてアップロードすれば、遠隔授業を開始することができる最も負担の少
ない方法です。よって、そのことに対する費用を大学が負担することは予定していま
せん。
なお、今回遠隔授業を実施するために習得した技術を、引き続き新たな教材の作成

や遠隔授業の充実に活かしていただくことを期待しております。

Ⅱ．学生への支援

１．遠隔授業の受講に起因する費用を支給すること。

遠隔授業を受講するに当たり、学生は予定外の費用を負担する事態となって

います（ネットワーク環境の整備、水道光熱費、資料の印刷代等）。これらの費



用について大学が負担する仕組みを作るようお願いします。

特に資料の印刷について、通常では授業で教員から配布されるところを、遠

隔授業では、各自でダウンロードして印刷する必要があり、大きな負担になっ

ていると訴える声が届いています。印刷代として、学生が全国のコンビニエン

スストアで資料等を印刷できるネットプリントサービスの提供を始めた大学も

あり、本学でもそれに倣った対応をお願いします。

２．通信環境が整っていない学生に対して、モバイル Wi-Fi 端末の貸し出し等の

支援を行うこと。

自宅や入居するアパートの通信設備が不十分なケース、モバイル端末の通信

容量に制限があるケース等、遠隔授業の受講に苦慮している学生がいます。特

に年度初めについては、引っ越しを伴うことから通信環境に不安を抱える学生

も多いようです。遠隔授業の受講が不安なくスムーズに行えるよう配慮をお願

いします。

以上


